
使
用
者
は
、
前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
措
置
の
実
施
状
況
に
関
す
る
記
録
を
同
項
第
一
号
の
有
効
期
間
中
及
び

当
該
有
効
期
間
の
満
了
後
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
規
定
は
、
労
使
委
員
会
の
決
議
及
び
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
の
決
議
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
八
条

法
第
三
十
六
条
第
六
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
健
康
上
特
に
有
害
な
業
務
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
の
延
長
が
二
時
間
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
業
務
は
、
次
の
も
の
と
す
る
。

一
〜
十

（
略
）

一
〜
十

（
略
）

第
十
九
条
の
二

使
用
者
は
、
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
協
定
（
労
使
委
員
会
の
決
議
、
労
働
時
間
等
設
定
改
善

委
員
会
の
決
議
及
び
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
労
働
時
間
等
設
定
改
善
企
業
委
員
会

の
決
議
を
含
む
。）を
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
協
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
の
二

使
用
者
は
、
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
協
定
を
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
、
協
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

・

（
略
）

・

（
略
）

第
二
十
四
条
の
五

使
用
者
は
、
法
第
三
十
九
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
の
規
定
に
よ
る
十
労
働
日
以
上
の
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
有
給
休
暇
の
日
数
の
う

ち
五
日
に
つ
い
て
は
、
基
準
日
（
同
条
第
七
項
の
基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）よ
り
前
の

日
で
あ
つ
て
、
十
労
働
日
以
上
の
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
四
条
の
七

に
お
い
て
「
第
一
基
準
日
」
と
い
う
。）か
ら
一
年
以
内
の
期
間
に
、
そ
の
時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
が
法
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
十
労
働

日
以
上
の
有
給
休
暇
を
基
準
日
又
は
第
一
基
準
日
に
与
え
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、
当
該
基
準
日
又
は
第
一
基
準

日
か
ら
一
年
以
内
の
特
定
の
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
四
条
の
七
に
お
い
て
「
第
二
基
準
日
」
と
い
う
。）

に
新
た
に
十
労
働
日
以
上
の
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
履
行
期
間
（
基
準
日
又
は
第
一
基
準

日
を
始
期
と
し
て
、
第
二
基
準
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
を
終
期
と
す
る
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。）の
月
数
を
十
二
で
除
し
た
数
に
五
を
乗
じ
た
日
数
に
つ
い
て
、
当
該
履
行
期
間
中
に
、
そ
の
時
季

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
項
の
期
間
又
は
前
項
の
履
行
期
間
が
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
経
過
し
た
日
か
ら
一
年
ご
と

に
区
分
し
た
各
期
間
（
最
後
に
一
年
未
満
の
期
間
を
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
期
間
）
の
初
日
を
基
準
日
と
み
な

し
て
法
第
三
十
九
条
第
七
項
本
文
の
規
定
を
適
用
す
る
。

使
用
者
が
法
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
有
給
休
暇
の
う
ち
十
労
働
日
未
満
の
日

数
に
つ
い
て
基
準
日
以
前
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。）に
与
え
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
お
い
て
、
特
定
日
が
複
数
あ
る
と
き
は
、
当
該
十
労
働
日
未
満
の
日
数
が
合
わ
せ
て
十
労
働
日
以
上
に
な
る

日
ま
で
の
間
の
特
定
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
を
第
一
基
準
日
と
み
な
し
て
前
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
一
基
準
日
と
み
な
さ
れ
た
日
よ
り
前
に
、
同
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
与
え

た
有
給
休
暇
の
日
数
分
に
つ
い
て
は
、
時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
与
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
二
十
四
条
の
六

使
用
者
は
、
法
第
三
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
に
有
給
休
暇
を
時
季
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
与
え
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
を

当
該
労
働
者
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、そ
の
時
季
に
つ
い
て
当
該
労
働
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

使
用
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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